
　

平
成
３０
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市
議
会
９
月
定
例
会
が
９
月
５
日
に
招
集
さ
れ
、
２６
日
ま
で
２２
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
や
平
成

３０
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
決
算
認
定
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
お
よ
び
各
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
２３
件
と
報
告
２
件
で
、
す
べ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

１１
月
３０
日
で
任
期
満
了
と
な
る
小

松
雅
子
氏
(
平
沢
)
を
引
き
続
き
委

員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

１２
月
３１
日
で
任
期
満
了
と
な
る
今

野
ま
り
子
氏
(
関
)
を
引
き
続
き
候

補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
国
に
推
薦

し
、
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

◇
令
和
元
年
度
に
か
ほ
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
(
第
４
号
)

　

歳
入
歳
出
予
算
と
も
５
億
８
８
７

万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は

１
３
５
億
４
、
９
７
１
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

【
主
な
歳
出
】

・
旧
上
郷
小
学
校
利
活
用
事
業
に
係

　

る
施
設
整
備
費
　

　
　
　
　
　

 

１
、
７
０
２
万
２
千
円

・
子
ど
も
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付

　

費
負
担
金
　

　
　
　
　

 　

１
、
１
０
１
万
６
千
円

・
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
事
業
負
担

　

金
(
給
食
副
食
費
全
面
無
料
化
市

　

独
自
助
成
分
)
　

　
　
　
　
　
　
　

 

８
６
８
万
１
千
円

・
生
活
排
水
浄
化
施
設
解
体
工
事
費

　
　
　
　
　

 

３
、
７
５
５
万
４
千
円

・
小
中
学
校
空
調
設
備
設
置
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　

 

５
３
４
万
９
千
円

・
南
極
白
瀬
ル
ー
ト
踏
破
支
援
補
助      

　

金
　
　
　
　
　
　
　

 

１
０
０
万
円

・
屋
内
運
動
施
設
造
成
工
事
費
　

 　
　
　
　
　
　
　

６
、
５
０
０
万
円

◇
普
通
交
付
税

　

今
年
度
の
普
通
交
付
税
は
、
５２
億

９
、
３
５
４
万
９
千
円
と
算
定
さ

れ
、
前
年
度
確
定
額
に
対
し
、
１
・

１
％
、
５
、
５
６
６
万
９
千
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
臨
時
財
政
対
策
債
が
前

年
度
に
比
べ
、
１
億
１
２
４
万
４
千

円
、
２３
・
４
％
減
少
し
て
い
ま
す
の

で
、
実
質
的
な
交
付
額
で
は
４
、
５

５
７
万
５
千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◇
若
者
の
地
元
定
着

　

学
卒
者
の
地
元
就
職
を
促
進
す
る

た
め
、
７
月
８
日
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

本
荘
、
本
荘
由
利
雇
用
開
発
協
会
、

由
利
本
荘
市
、
由
利
地
域
振
興
局
と

の
共
催
に
よ
る
「
高
卒
求
人
情
報
説

明
会
」
を
開
催
し
、
就
職
を
希
望
す

る
高
校
生
３
３
１
人
と
、
企
業
５５
社

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
主
催
に
よ
り
、
学
生

の
夏
休
み
に
合
わ
せ
て
、
高
校
生
や

保
護
者
、
大
学
生
等
を
対
象
に
市
内

企
業
の
見
学
会
を
随
時
実
施
し
、
３８

人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
９
日
に
は
市
内
小
学
生
を
対

象
に
「
夏
休
み
親
子
職
場
見
学
会
」

を
開
催
し
、
小
学
生
の
親
子
５３
人

が
、
市
内
７
事
業
所
で
工
場
見
学
な

ど
を
実
施
し
、
さ
ら
に
１０
月
に
は
、

由
利
地
域
振
興
局
と
の
共
催
に
よ

り
、
市
内
中
学
２
年
生
を
対
象
に

「
中
学
生
と
管
内
企
業
の
ふ
れ
あ
い

Ｐ
Ｒ
事
業
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で

切
れ
目
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
早
い

段
階
か
ら
地
元
企
業
を
知
る
機
会
を

創
出
す
る
こ
と
で
、
地
元
就
職
を
促

進
し
ま
す
。

◇
移
住
・
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
事
業

　

に
か
ほ
市
移
住
・
Ｕ
タ
ー
ン
推
進

協
議
会
で
は
、
７
月
２７
日
に
東
京
都

内
で
開
催
さ
れ
た
「
新
・
農
業
人
フ

ェ
ア
」
に
、
農
林
水
産
課
の
就
農
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
や
Ｊ
Ａ
職
員
と
共
に
参

加
し
、
前
回
を
大
き
く
上
回
る
１０
組

の
方
か
ら
、
就
農
等
に
関
す
る
個
別

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

翌
２８
日
に
は
、
同
じ
く
都
内
で
開

催
さ
れ
た
「
東
北
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
大

相
談
会
」
に
、
に
か
ほ
市
観
光
協
会

職
員
と
共
に
参
加
し
、
観
光
面
か
ら

本
市
の
認
知
度
向
上
を
図
る
と
共
に
、

４
組
の
方
と
移
住
等
に
関
す
る
個
別

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

先
般
発
表
さ
れ
ま
し
た
「
住
み
よ

さ
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
９
」
で
北
海

道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
第
１
位
と
評
価

さ
れ
た
、
本
市
の
住
み
よ
さ
を
最
大

限
に
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
今
後
の
移
住

促
進
に
繋
げ
て
参
り
ま
す
。

◇
「
株
式
会
社
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
イ

　

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
か
ほ
統
合

　

Ｂ
Ｐ
Ｏ
(
仮
称
)
」
の
立
地
計
画

　

本
年
５
月
１６
日
に
着
工
し
ま
し
た

企
業
立
地
用
地
造
成
工
事
は
、
天
候

に
恵
ま
れ
、
工
程
に
大
き
な
影
響
も

な
く
進
め
ら
れ
、
８
月
末
現
在
の
進

捗
率
は
４３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
８
月
２１
日
に
プ
レ
ス
テ

ー
ジ
社
の
玉
上
社
長
が
来
訪
さ
れ
、

建
設
資
材
や
人
材
の
調
達
な
ど
、
ゼ

ネ
コ
ン
各
社
と
の
調
整
に
大
変
苦
慮

し
て
い
て
、
や
む
な
く
建
物
建
築
工

事
の
着
工
時
期
を
見
直
さ
ざ
る
を
得

ず
、
新
拠
点
の
開
設
時
期
は
、
当
初

計
画
よ
り
１
年
延
期
し
て
、
令
和
４

年
３
月
末
ま
で
と
す
る
旨
の
説
明
を

受
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
５
０
０
席

体
制
の
建
物
の
規
模
や
、
雇
用
計
画

は
変
更
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

従
業
員
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く

の
方
々
が
開
設
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
な
か
、
延
期
は
残
念
で
は
あ
り
ま

す
が
、
昨
今
の
建
設
業
界
の
実
情
か

ら
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
理
解
し
、

今
後
、
新
拠
点
の
整
備
が
着
実
に
進

む
よ
う
同
社
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
、

で
き
る
限
り
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

◇
幼
児
教
育
・
保
育
等
の
無
償
化

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
が
改
正

さ
れ
、
本
年
１０
月
か
ら
保
育
園
や
認

定
こ
ど
も
園
な
ど
の
、
３
歳
児
か
ら

５
歳
児
の
全
世
帯
と
３
歳
未
満
の
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
保
育
料
が
、
無

償
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
の
副

食
費
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
保
育

料
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
が
、
保
護

者
の
実
費
負
担
に
変
わ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
、
保
育
料
の
無
償
化
に

よ
り
市
の
負
担
が
低
減
さ
れ
る
財
源

を
活
用
し
、
市
単
独
事
業
に
よ
り
、

３
歳
未
満
の
住
民
税
課
税
世
帯
の
保

育
料
と
、
実
費
負
担
と
な
る
３
歳
児

か
ら
５
歳
児
の
副
食
費
の
無
償
化
を

行
い
ま
す
。

◇
象
潟
・
前
川
地
区
の
基
盤
整
備
事

　

業

　

昨
年
度
よ
り
、
事
業
推
進
委
員
の

方
々
と
調
査
事
業
採
択
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
本
年
６
月

１０
日
付
け
で
、
秋
田
県
知
事
よ
り

「
県
営
農
業
農
村
整
備
調
査
計
画
希

望
地
区
」
の
決
定
通
知
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
秋
田
県
で
は
、

７
月
か
ら
調
査
計
画
事
業
に
着
手
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
市
で
は
全
受
益

者
に
対
し
て
事
業
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
通
知
し
、
事

業
へ
の
理
解
と
協
力
体
制
の
確
立
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
推
進
委
員
の
方
々
に

お
い
て
は
、
５
月
に
営
農
ビ
ジ
ョ
ン

等
に
関
す
る
勉
強
会
を
行
っ
た
ほ
か
、

６
月
に
は
先
進
地
で
あ
る
大
仙
市
協

和
の
農
事
組
合
法
人
を
視
察
し
、
組

織
の
設
立
や
運
営
に
つ
い
て
研
修
し

ま
し
た
。
８
月
９
日
に
は
、
農
林
水

産
課
、
土
地
改
良
区
、
事
業
推
進
委

員
が
、
整
備
区
域
の
確
定
に
向
け
た

現
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
ほ
場
整
備
事
業
の
完
了

後
の
営
農
体
制
の
確
立
と
営
農
構
想

の
実
現
に
向
け
て
、
研
修
と
協
議
等

を
重
ね
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◇
ガ
ス
事
業
の
民
営
化

　

ガ
ス
事
業
譲
渡
に
関
す
る
市
民
説

明
会
を
、
７
月
に
仁
賀
保
・
金
浦
・

象
潟
の
３
地
域
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
５
日
に
は
、
東
海
ガ

ス
株
式
会
社
が
子
会
社
と
し
て
、
現

在
の
ガ
ス
水
道
局
所
在
地
に
本
社
を

置
く
、
に
か
ほ
ガ
ス
株
式
会
社
を
設

立
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
水
道
事
業
の
庁
舎
移
転

な
ど
、
来
年
４
月
１
日
か
ら
の
民
営

化
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

◇
教
育
留
学

　

８
月
２３
日
か
ら
２８
日
ま
で
の
６
日

間
、
首
都
圏
な
ど
の
小
学
４
年
生
か

ら
６
年
生
４
人
ず
つ
合
計
１２
人
が
参

加
し
、
本
市
で
自
然
活
動
体
験
と
授

業
体
験
を
行
う
教
育
留
学
を
初
め
て

実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
獅
子
ヶ
鼻
湿
原
や
元

滝
伏
流
水
な
ど
の
散
策
を
通
し
て
、

本
市
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
た
り
、

日
本
海
に
咲
く
満
開
の
花
火
に
感
激

し
た
り
す
る
と
共
に
、
金
浦
小
学
校

で
は
、
み
ん
な
で
考
え
る
授
業
や
学

校
生
活
を
体
験
し
、
本
市
の
子
ど
も

た
ち
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
「
と
て
も
楽
し
か

っ
た
の
で
、
ま
た
来
た
い
」
、
「
友

達
が
た
く
さ
ん
で
き
た
」
な
ど
の
感

想
を
述
べ
て
い
て
、
こ
の
６
日
間
で

本
市
を
大
好
き
に
な
っ
て
く
れ
た
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
通

じ
て
、
今
後
、
交
流
人
口
が
拡
大
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。


